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三重県立伊勢まなび高等学校 

 住所：三重県伊勢市神田久志本町１５６０番地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 <参考>  標高 伊勢まなび高校  2.3m 

    倉田山公園（野球場） 18.8m 

伊勢まなび高校の敷地内は、浸水深の目安１～２ｍとなっています。 

※浸水深の目安１～２ｍ：「津波に巻き込まれた時ほとんどの人が亡くなる」 

伊勢まなび高校 



避難経路・避難場所（津波） 
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＜ 参考資料 ２ ＞       震度階級 

 

震度 

0 
 

人は揺れを感じない。 

 

震度 

1 
 

屋内にいる人の一部が、わずかな揺れを感じる。 

 

震度 

2 
 

屋内にいる人の多くが揺れを感じ、電灯などのつり下

げ物がわずかに揺れる。 

 

震度 

3 
 

屋内にいる人のほとんどが揺れを感じる。 

棚にある食器類が、音をたてることがある。 

 

震度 

4 
 

かなりの恐怖感があり、つり下げ物は大きく揺れ、棚に

ある食器類は音を立て、座りの悪い置物が倒れること

がある。 

 

震度 

5弱 
 

多くの人が、身の安全を図ろうとする。 

座りの悪い置物の多くが倒れ、窓ガラスが割れておち

ることがある。 

 

震度 

5強 
 

非常な恐怖を感じる。テレビが台から落ちることがあ

る。補強されていないブロック塀の多くが崩れる。多く

の墓石が倒れる。 

 

震度 

6弱 
 

かなりの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下

する。耐震性の低い木造建物では倒壊するものもあ

る。地割れや山崩れなどが発生することがある。 

 

震度 

6強 
 

多くの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下す

る。耐震性の低い鉄筋コンクリート造建物では倒壊す

るものがある。地割れや山崩れなどが発生することが

ある。 

 

震度 

7 
 

耐震性の高い建物でも、傾いたり、大きく破壊するもの

がある。大きな地割れ、地すべりや山崩れが発生し、

地形が変わることもある。 


